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【 国 際 特 許 分 類 】
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【 Ｆ Ｉ 】
　 Ｇ ０ １ Ｎ 3 5 / 0 0 　 　 　 Ｚ 　 　 　
　
【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 令 和 4 年 1 2 月 9 日 ( 2 0 2 2 . 1 2 . 9 )
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ８ 】
　 閉 止 位 置 に お け る 安 全 カ バ ー ３ の 例 え ば 回 動 中 心 と は 反 対 側 の 端 部 に は 、 筐 体 と 安 全 カ  
バ ー ３ と の 間 に 閂 を か け る こ と が 可 能 な ソ レ ノ イ ド ロ ッ ク 機 構 １ ０ ２ が 設 け ら れ て お り 、  
自 動 分 析 装 置 １ の 動 作 中 に は ソ レ ノ イ ド ロ ッ ク 機 構 １ ０ ２ に 通 電 す る こ と に よ っ て 安 全 カ  
バ ー ３ に 閂 を か け 、 オ ペ レ ー タ に よ る 安 全 カ バ ー ３ の 開 放 操 作 を 防 止 し て 閉 じ た 状 態 に 維  
持 す る 。 こ れ に よ り 、 分 析 動 作 に オ ペ レ ー タ が う っ か り 安 全 カ バ ー ３ を 開 け て し ま い 、 装  
置 を 止 め て し ま う と い っ た 誤 操 作 を 防 止 す る こ と が で き 、 再 始 動 に 係 る 処 理 や 患 者 へ の 報  
告 遅 延 を 防 止 す る こ と が で き る 。 ま た 、 自 動 分 析 装 置 １ の 分 析 動 作 の 停 止 中 に は 、 ソ レ ノ  
イ ド ロ ッ ク 機 構 １ ０ ２ へ の 通 電 が 停 止 さ れ て 閂 が 解 除 さ れ 、 安 全 カ バ ー ３ の 開 放 操 作 が 可  
能 と な る 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ９ 】
　 安 全 カ バ ー ３ は 、 例 え ば ガ ス ダ ン パ ー 等 に よ り 開 閉 動 作 が 補 助 さ れ て お り 、 少 な い 力 で  
開 放 位 置 と な る 基 準 高 さ ま で 開 く こ と が で き 、 か つ 、 開 放 位 置 に お い て は 開 放 位 置 を 維 持  
し 、 自 重 で 閉 じ る 方 向 に 回 動 し な い よ う な 力 バ ラ ン ス で 設 計 さ れ て い る 。 た だ し 、 安 全 カ  
バ ー ３ は 、 少 な い 力 で 閉 止 位 置 へ の 移 動 も 可 能 で あ る 。 オ ペ レ ー タ は 、 安 全 カ バ ー ３ の 前  
部 に 設 け ら れ た 取 手 部 １ ０ ４ を つ か ん で 持 ち 上 げ る こ と で 、 安 全 カ バ ー ３ を 開 放 位 置 ま で  
移 動 さ せ 、 作 業 面 ２ ２ と 安 全 カ バ ー ３ の 前 辺 と の 隙 間 か ら 腕 や 上 半 身 を 挿 入 し て 、 作 業 面  
２ ２ 上 に 設 け ら れ た 各 種 動 作 機 構 群 の 清 掃 や 交 換 を 行 っ た り 、 作 業 面 ２ ２ の 清 掃 を 行 っ た  
り 、 試 薬 容 器 ２ ４ の 交 換 を 行 っ た り す る こ と が で き る 。 し た が っ て 、 安 全 カ バ ー ３ が 開 放  
位 置 を 維 持 す る 規 定 高 さ は 、 例 え ば 、 オ ペ レ ー タ と な り う る 人 の 平 均 身 長 や ば ら つ き な ど  
を 考 慮 し て 、 身 長 が 比 較 的 低 い 人 で も 手 が 届 い て 閉 じ ら れ る よ う な 高 さ 、 か つ 、 比 較 的 背  
の 高 い 人 で も 十 分 な 作 業 ス ペ ー ス を 確 保 で き る よ う な 高 さ で 設 計 さ れ て い る こ と が 望 ま し  
い 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
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【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 試 薬 分 注 プ ロ ー ブ １ １ は 、 例 え ば 、 水 平 方 向 に 延 在 し て 一 端 を 上 下 方 向 に 延 在 す る 回 転  
軸 に 対 し て 水 平 方 向 に 回 動 可 能 な ア ー ム 形 状 に 構 成 さ れ て お り 、 図 示 し な い ア ク チ ュ エ ー  
タ な ど に よ り 水 平 方 向 に 回 動 可 能 に 、 ま た 、 上 下 方 向 に 移 動 可 能 に 構 成 さ れ て い る 。 試 薬  
分 注 プ ロ ー ブ １ １ は 、 試 薬 デ ィ ス ク ２ ９ に よ っ て 試 薬 分 注 位 置 ３ ２ に 搬 送 さ れ た 試 薬 容 器  
２ ４ か ら 、 回 転 軸 と は 反 対 側 の 端 部 （ 他 端 ） の 下 部 に 設 け ら れ た 試 薬 分 注 ピ ペ ッ ト （ 不 図  
示 ） に よ っ て 所 定 量 の 試 薬 を 吸 引 し 、 イ ン キ ュ ベ ー タ ８ に 保 持 さ れ た 反 応 容 器 ２ ８ に 分 注  
す る 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 試 薬 攪 拌 機 構 １ ２ は 、 例 え ば 、 水 平 方 向 に 延 在 し て 一 端 を 上 下 方 向 に 延 在 す る 回 転 軸 に  
対 し て 水 平 方 向 に 回 動 可 能 な 磁 気 粒 子 攪 拌 ア ー ム で あ り 、 回 動 動 作 に よ っ て 他 端 を 試 薬 分  
注 位 置 ３ ２ の 上 部 ま で 移 動 可 能 に 構 成 さ れ て い る 。 試 薬 攪 拌 機 構 １ ２ の 磁 気 粒 子 攪 拌 ア ー  
ム の 回 転 軸 と は 反 対 側 の 端 部 （ 他 端 ） の 下 部 に は 、 例 え ば パ ド ル 状 や 螺 旋 状 の 磁 気 粒 子 攪  
拌 機 構 が 設 け ら れ て い る 。 試 薬 攪 拌 機 構 １ ２ は 、 磁 気 粒 子 を 含 む 試 薬 内 に 磁 気 粒 子 攪 拌 機  
構 を 下 降 さ せ 、 例 え ば 回 転 さ せ る こ と に よ っ て 試 薬 を 攪 拌 す る 。 な お 、 試 薬 攪 拌 機 構 １ ２  
は 、 試 薬 内 の 磁 気 粒 子 の 沈 殿 を 防 止 す る た め に 、 試 薬 分 注 プ ロ ー ブ １ １ に よ る 試 薬 分 注 の  
直 前 に 試 薬 の 攪 拌 を 行 う 。 試 薬 攪 拌 機 構 １ ２ は 、 試 薬 の 攪 拌 後 に 磁 気 粒 子 攪 拌 機 構 を 洗 浄  
液 が 入 っ た 洗 浄 機 構 （ 図 示 せ ず ） へ 移 動 し 、 磁 気 粒 子 攪 拌 機 構 を 回 転 さ せ て 洗 浄 す る 。
【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ５ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ １ １ ０ の 各 機 構 の 退 避 位 置 へ の 移 動 が 完 了 す る と 、 オ ペ レ ー タ は 画 面 上 の ガ  
イ ダ ン ス に 従 っ て 安 全 カ バ ー ３ を 手 動 で 開 放 位 置 （ 第 ２ 全 開 位 置 ） ま で 移 動 さ せ て 開 け （  
ス テ ッ プ Ｓ １ ２ ０ ） 、 イ ン キ ュ ベ ー タ カ バ ー １ ０ ６ の 開 閉 蓋 １ ０ ５ を 手 動 で 開 放 位 置 （ 第  
１ 全 開 位 置 ） ま で 移 動 さ せ て 開 け （ ス テ ッ プ Ｓ １ ３ ０ ） 、 前 処 理 領 域 内 の 清 掃 を 行 う （ ス  
テ ッ プ Ｓ １ ４ ０ ） 。 清 掃 時 、 オ ペ レ ー タ は 、 例 え ば 、 ゴ ム 手 袋 を つ け た 状 態 で 綿 棒 や 脱 脂  
綿 、 洗 浄 剤 、 ア ル コ ー ル な ど を 使 用 し て 清 掃 を 行 う 。
【 手 続 補 正 ６ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ６ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 ま た 、 例 え ば 、 前 処 理 領 域 の 開 閉 蓋 が 取 り 外 し 式 で あ っ た 場 合 に は 、 保 守 作 業 を 始 め る  
際 に 開 口 部 を 開 く た め に 取 り 外 し た 開 閉 蓋 を 、 保 守 作 業 が 終 了 し た 後 に 付 け 忘 れ て し ま う  
こ と が 考 え ら れ る 。 も し 、 前 処 理 領 域 の 開 口 部 を 閉 め 忘 れ た ま ま 前 処 理 を 行 っ て し ま う と  
、 前 処 理 領 域 の 遮 光 や 温 度 調 整 が 不 十 分 な ま ま で 前 処 理 を 行 う こ と と な り 、 分 析 結 果 の 精  
度 が 低 下 し て し ま う お そ れ が あ る 。 開 閉 蓋 の 付 け 忘 れ を 防 止 す る 方 法 と し て は 開 閉 状 態 を  
検 知 す る セ ン サ を 用 い る こ と も 考 え ら れ る が 、 構 造 の 煩 雑 化 や コ ス ト 上 昇 等 を 招 い て し ま  
う 。 ま た 、 前 処 理 領 域 の 開 口 部 は オ ペ レ ー タ の 両 手 が 入 る 程 度 の 大 き さ が 必 要 と な る た め  
、 着 脱 式 の 開 閉 蓋 も 大 き く な り 、 仮 置 き ス ペ ー ス を 確 保 す る 必 要 が 生 じ て し ま う 。
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